
令和８年度 第 1回丸亀市廃棄物減量等推進審議会 議事録 

 

日 時  令和８年７月３日（金） １４時００分開会   １５時００分閉会 

 

場 所  クリーンセンター丸亀２階  研修室 

 

出席者  １１名（敬称略） 

 審議会  委員  三好 祐輔      委員  秋山 ともえ 

       委員  海老名 歩      委員  德井 由紀子 

       委員  大林 建夫      委員  高尾 光一 

       委員  横山 昌昭      委員  中山 弘美 

       委員  山川 政明      委員  井原 由美子 

       委員  林 誠 

 

  事務局  ９名 

産業生活部 部長           平尾 聖 

    クリーン課 課長           塊場 具視 

          副課長（管理担当長）   松川 寛之 

衛生担当長        大西 健二 

廃棄物指導担当長     大前 弘樹 

廃棄物指導担当副主幹（兼）北山 武 

廃棄物指導担当主任    島田 祥史 

             資源リサイクル担当長   久保 慶太郎 

             管理担当 主任      丸岡 由美 

 

欠席者   ２名 

委員 丸岡 俊晴    委員 長町 祐子 

 

傍聴者   ０名 

  



 

１．開 会 

 

２．交代委員の委嘱状の交付 

 

３．産業生活部長あいさつ 

 

４．会長あいさつ 

  

５．議 事 

（1）クリーン課の体制とごみ処理体系について 

・事務局より説明（クリーン課副課長） 

【質疑】 

なし 

 

（2）令和 7 年度のごみ処理実績について 

・事務局より説明（クリーン課副課長） 

【質疑】 

なし 

 

（3）報告事項 

・ふれあい戸別収集の日程について 

・収集運搬許可事業者の許可シールについて 

・資源回収をしている民間事業者への調査について 

【質疑】 

高尾委員 

ふれあい戸別収集についてですが、ふれあい戸別収集の申込については、民生委員

や老人介護支援センター等との情報共有を行っていると市の規定の中にもあります

が、今現在利用されている方の状況について、ヘルパーさんなどから継続して情報収

集を行っているのかということと、例えば、マンションの４階に住まわれている方な

どは、収集の方が４階まで駆け上がって収集しているのか、あと、ごみの分別は、可

燃、不燃、資源に分けて出すこととされているが、実際に利用者が分けることができ

ているのか、できていなのであれば収集の方にすごく負担がかかるのではないかと思

います。ふれあい戸別収集の現状についての説明をお願いします。 

 



大前担当長 

 ふれあい戸別収集は、民間の支援センターや介護士と連携して行っています。現在

も、施設への入所等の連絡を頂いて、中止にするか、廃止にするか等の相談を行って

おります。 

 クリーン課は、住居が高層階でも回収を行っています。 

 分別については、覚えてしまえば簡単ですが、多岐にわたっているところがありま

す。分別ができるかどうかというのは、一人で生活していけるかどうかを判断する一

つの目安になっているところもありますことから、その状況をケアマネージャーにも

伝えて、介護計画の参考にして頂いているという現状もあります。 

 現在は週に１日ですべての個別収集を行っていますが、可燃ごみ、不燃ごみ、資源

ごみをすべて収集しています。したがって積み込みを行う車両は、パッカー車ではな

くトラックで分別を行いながら積み込んで処分しています。 

 

高尾委員 

 大変ご苦労されて、収集していただいていることがよくわかりました。ありがとう

ございます。 

 

三好会長 

 他に、質疑はございませんでしょうか？ 

 なければ、事務局からその他についての説明をお願いします。 

 

松川副課長 

① クリントピア丸亀基幹的改良工事について 

② リチウムイオン蓄電池の収集について 

 

塊場課長 

① 市指定ごみ袋（中）の防災標語の標記について 

② 市指定ごみ袋の標記内容の検討について 

③ クリントピア丸亀の集約化・広域化事業について 

 

平尾部長 

 現在クリントピアに廃棄物を搬入しているのは、丸亀市と多度津町のみですが、中

前クリーンセンターの閉鎖に伴って、令和 10 年度から、善通寺市、琴平町、まんの

う町を加えて、2 市 3 町がクリントピア丸亀に廃棄物を搬入するようになります。 

  

塊場課長 



 現在、クリントピア丸亀は、2 炉で運用していますが、人口減少等により可燃ごみ

が減って処理量が減ってきているため、広域化しても受け入れが可能となってきたた

めに、集約化・広域化を図って効率的に運用していくという方向性が示されていると

いうことにになります。 

 

平尾部長 

 新たに加わった市町のトラックがクリントピアに向かって走ることになります。 

 

秋山委員 

 ごみが減った原因は出す人が減ったということですか？ 

 

塊場課長 

 5 ページを見ていただきますと、一人当たりのごみ排出量が記載されています。ご

み量の減少は、人口減少も原因の一つですが、一人当たりが出すごみの量も減少して

いるということも要因の一つです。両方でごみの量が減ってきているということにな

るます。 

 

山川委員 

 指定ごみ袋の標記内容について、「自治会に加入しましょう」という文言を変更す

るのであれば、連合自治会長の承認を得なければならないと思います。 

 

平尾部長 

 この件に関しては、6 月議会で質問をいただきました。 

 平成 24 年から、内容の変更がないため、時代にそぐわないのではないか、との意

見を頂いております。当時の時代背景は、自治会加入率の減少を受け、「自治会に加

入しましょう」という文言を掲載したようですが、現在は、価値観も多様化してきて

いるため、時代に沿った表現に合わせていくことを検討していきたいと思っています。 

 

塊場課長 

 市民全員に向けて、ボランティアに加入しましょうとか、地域活動への積極的な参

加を促すような表現が良いのではないかと考えています。 

 

三好会長 

 では、今後の検討課題ということにしたいと思います。 

 他に委員の皆様のご意見等はありませんか？ 

 



秋山委員 

 市民の方から質問を受けたのですが、防災のために準備していたカセットコンロの

ガスが使用期限を過ぎていた場合に、どのように処分したいいのでしょうか。 

 

大前担当長 

 同様の質問は、クリーン課にも寄せられています。そのまま、ガスを抜かずにクリ

ーンセンター丸亀まで持ち込んで頂ければ処分させていただきます。 

 

三好委員長 

 他に、意見はございませんか。 

 

海老名委員 

 今月のコープかがわの機関誌をご覧ください。先ほど説明にあった、民間業者のリ

サイクルについて、コープ郡家でもリサイクル収集を行っています。 

 コープかがわのリサイクルについて、ＱＲコードも載せていますので、動画なども

見ていただければと思います。 

 また、ペットボトルの収集については、キャップを外すことになっていますが、コ

ープかがわでは、キャップのみを収集して、それがユニセフの募金になっています。 

 ペットボトルを出す際は、キャップはコープに持ってきていただければ募金になる

ということもお知りおき頂きたいと思います。 

 今回参加させていただいて、たくさん良い話も聞けたので、持ち帰ってコープ内で

も周知していきたいと思います。 

 

三好会長 

 他に意見はございませんか？ 

 では、最後に事務局から次回の審議会の日程について、説明をお願いします。 

 

松川副課長 

 次回の審議会は、重大な案件がなければ、年明けになろうかと思います。 

 また、ご案内を差し上げます。 

 

８．閉 会 

三好会長 

 それでは、第１回廃棄物減量等推進審議会を終わりたいと思います。 

 これで、議長は解任となります。 

 後の進行は事務局にお返しします。 



 

島田主任 

 これをもって第１回廃棄物減量等推進審議会を終了いたします。皆様お疲れ様でし

た。 

（終了：午後３時００分） 


